
狛江市『ゼロカーボンシティ』宣言

～ 2050年二酸化炭素排出量実質ゼロに向けて ～

近年、地球温暖化が要因とみられる猛暑や豪雨などの異常気象による災害が世界規

模で発生し、私たちの生活環境や生命、財産までも脅かす、危機的な状況になってい

ます。日本各地でもこれまでに経験したことのない豪雨や台風等により甚大な被害が

発生しています。

2015年に合意されたパリ協定では、「産業革命前からの平均気温上昇の幅を２度未

満とし、1.5度に抑えるよう努力する」との目標が国際的に広く共有されるとともに、

2018年に公表されたＩＰＣＣ（国連の気候変動に関する政府間パネル）の特別報告書

では、「気温上昇を２度よりリスクの低い1.5度に抑えるためには、2050年までに二

酸化炭素の実質排出量をゼロにすることが必要」とされています。この目標達成に向

け、2020年に日本政府は「2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」

ことを宣言しました。

狛江市は2020年に市制施行50周年を迎えました。1970年の市制施行にあたり、狛

江市制宣言では、よき伝統は、これを受け継ぎ受け伝えるとともに、創意工夫を加え、

英知を集結していっそう明るく住みよい生活環境の造成に全力をあげることを決意し

ています。

いま、ここが狛江市の未来の入り口です。明るく住みよい新たなまちづくりを進め

るにあたっては、地球温暖化という課題に向き合い、自然環境との調和を図りながら、

持続可能な生活環境を確保していかなければなりません。

「豊かな環境をみんなで未来につなぐまち～水と緑の狛江～」をめざす環境像に掲

げる狛江市は、その未来に向けて、貴重な財産である「水と緑」を受け継ぎ、受け伝

えるためにも、2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」

の実現に、市民や事業者と協働し一体となって取り組むことを宣言します。
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